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▲医労連や全国一般は
　大阪府へ要請行動を

　大阪労連は３月22日に大阪労働局に対し大阪最
低賃金審議委員の公正任命を求め、最賃審議委員立
候補者を先頭に要請行動を行いました。また、早朝に
は、大阪労働局前で大阪労連推薦の委員の任命と最
賃の引き上げを求める宣伝行動を行いました。

最
賃
審
議
委
員
の

公
正
任
命
を
！　

　大阪労連青年部は、３月22日に天神橋筋商店街
で、核兵器廃絶に向け『国際ヒバクシャ署名』の協
力を訴えました。核兵器禁止条約は知っていても、
この署名を知らない人も多く難しさを痛感。これか
らも、青年部は学習と発信を続けていきます。

知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切　

研修・学習会などにご利用ください

ろ
ー
れ
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ　「原発ゼロの会・大阪」は、３月10日、大阪市

中央区のエル・おおさかで、「“なくせ！原発”“再
稼働はんたい”おおさか大集会2019」を開催。記
念講演、福島原発避難者からの訴え、各団体からリ
レートークなど多彩な取り組みとなりました。

原
発
ゼ
ロ
、自
然
・
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
社
会
へ

　春闘での集中回答日の目前となる３月11日、大
阪労連民間部会は、なんばで春闘勝利宣伝行動を開
催。「労働者の賃金が上がっていない事が厚労省の
統計不正問題で明らかに。今こそ、大幅賃上げと労
働条件の改善を！」などと呼びかけました。

大
幅
賃
上
げ
で　
　
　

春
闘
を
勝
利
し
よ
う
！

　

４
・
７
大
阪
ダ
ブ
ル
選
挙

で
は
、
大
阪
労
連
が
自
主
支

援
し
た
小
西
た
だ
か
ず
知
事

候
補
、
柳
本
あ
き
ら
市
長
候

補
と
も
に
当
選
に
至
ら
ず
、

厳
し
く
残
念
な
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
阪
労
連
は
、
都
構
想
・

住
民
投
票
の
阻
止
、
強
権
的

維
新
政
治
の
退
場
で
労
働
者

と
府
民
の
く
ら
し
と
権
利
を

守
る
、
安
倍
政
権
と
の
改
憲

タ
ッ
グ
を
断
ち
切
る
と
い
う

大
義
と
目
的
の
も
と
に
た
た

か
い
ま
し
た
。
反
維
新
の
共

同
の
一
翼
を
担
い
、
対
話
と

　

大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
と
大
阪
労
連
は
、
２
０
１
９

年
国
民
春
闘
ヤ
マ
場
の
最
大
の
と
り
く
み
と
な
る
３
・

14
全
国
統
一
行
動
に
呼
応
し
た
大
阪
総
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
行
動
を
は
じ
め
、
各

職
場
・
地
域
で
の
宣
伝
・
集
会
・
要
請
や
職
場
集
会
な

ど
、府
下
全
体
で
の
べ
１
万
人
以
上
が
行
動
し
ま
し
た
。

大
幅
賃
上
げ
は
ゆ
ず
れ
な
い！

職
場
で
、地
域
で
粘
り
強
く
た
た
か
い
ぬ
こ
う

支
持
拡
大
、
環
状
線
作
戦
等

街
宣
、宣
伝
カ
ー
運
行
、職
場

門
前
宣
伝
、
単
産
行
動
や
地

域
連
絡
会
へ
の
結
集
、
統
一

行
動
な
ど
、
短
期
決
戦
を
奮

闘
い
た
だ
い
た
加
盟
組
織
の

み
な
さ
ま
と
、
多
く
の
ご
支

援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

選
挙
結
果
は
、
く
ら
し
と

大
阪
の
深
刻
な
ゆ
き
づ
ま
り

の
打
開
を
願
い
、
な
お
「
改

革
者
を
装
う
」
維
新
政
治
へ

の
幻
想
と
期
待
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
議
会
の
力
関
係

の
変
化
も
あ
り
、
府
民
の
利

益
や
思
い
と
相
容
れ
な
い
維

　

３
月
22
日
に
大
阪
市
内

で
、
大
阪
労
連
・
大
阪
市
地

区
協
議
会
が
無
期
転
換
ル
ー

ル
の
市
民
講
座
を
行
い
ま
し

た
。
北
海
道
労
連
の
取
り
組

み
を
参
考
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
非
正
規
労
働
者
の
現
状

と
無
期
転
換
の
意
義
な
ど
を

学
習
。
無
期
転
換
だ
け
で
は

低
賃
金
労
働
者
が
固
定
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
労
働
組

合
の
役
割
が
大
切
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

非
正
規
で
働
く
労
働
者
か

ら
は
「
有
期
雇
用
の
時
は
契

約
更
新
の
時
に
時
給
が
上
が

っ
て
い
た
が
、
無
期
に
な
っ

た
ら
ど
う
な
る
か
」
と
い
う

当
事
者
な
ら
で
は
の
疑
問
が

出
さ
れ
、
労
働
組
合
に
加
入

す
れ
ば
毎
年
賃
上
げ
を
要
求

す
る
こ
と
が
で
き
、
手
当
な

ど
の
均
等
待
遇
の
点
も
求
め

て
い
け
る
こ
と
な
ど
を
伝
え

ま
し
た
。

　

医
労
連
の
組
合
員
が
「
今

日
は
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」

「
職
場
に
は
無
期
転
換
す
る

新
政
治
と
の
矛
盾
が
、
さ
ら

に
激
化
す
る
こ
と
も
意
味
し

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
反
維
新
の
共

同
を
ふ
ま
え
、
都
構
想
・
住

民
投
票
と
カ
ジ
ノ
誘
致
阻
止

の
た
た
か
い
を
強
化
し
、
労

働
者
と
府
民
へ
の
攻
撃
や
安

倍
政
権
と
の
改
憲
タ
ッ
グ
を

許
さ
ず
、
春
闘
要
求
の
前
進

と
、「
安
倍
政
権
打
倒
！
維

新
型
政
治
打
破
！
」
め
ざ

し
、
今
後
の
首
長
選
挙
や
参

議
院
選
挙
な
ど
で
も
、
憲
法

を
活
か
す
た
め
に
奮
闘
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

意
義
が
わ
か
っ
て
い
な
い
人

が
多
い
」
と
話
し
、「
自
分

の
職
場
で
も
開
催
し
て
加
入

に
つ
な
げ
た
い
」
と
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
ほ
か
の
参
加
者
か
ら

は
、「
こ
の
内
容
な
ら
ば
地

域
労
連
で
も
出
来
る
」「
回

数
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
」

「
出
前
方
式
で
や
っ
て
は
ど

う
か
」
な
ど
意
見
が
出
さ

れ
、
引
き
続
き
開
催
し
て
い

く
予
定
で
す
。

春の組織拡大月間

疑問も解決！
今度は職場でやってみたい！

　

今
年
の
春
闘
は
、
３
月
13

日
の
集
中
回
答
日
で
大
企
業

が
示
し
た
回
答
状
況
で
は
、

賃
金
水
準
を
底
上
げ
す
る
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
（
ベ
ア
）
が
、

昨
年
を
下
回
る
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。
厚
労
省
の
統
計

調
査
を
調
べ
直
す
と
賃
金
が

上
が
っ
て
い
な
い
事
が
国
会

答
弁
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

企
業
は
、
内
部
留
保
に
は
手

を
つ
け
ず
、
労
働
者
の
く
ら

し
改
善
に
後
ろ
向
き
で
す
。

　

大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
と

大
阪
労
連
は
、
２
０
１
９
年

国
民
春
闘
ヤ
マ
場
の
３
月
14

日
に
、
な
ん
ば
・
天
王
寺
の

２
か
所
で
の
早
朝
宣
伝
を
皮

切
り
に
宣
伝
カ
ー
の
流
し
宣

伝
運
行
、
御
堂
筋
で
の
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
デ
モ
、
大
阪
府
知

事
と
大
阪
市
長
に
向
け
た
都

構
想
・
住
民
投
票
反
対
の

「
個
人
請
願
行
動
」、
春
闘

勝
利
総
決
起
集
会
＆
デ
モ
行

進
、
大
阪
労
働
局
へ
の
「
大

阪
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
委

員
の
公
正
任
命
」
求
め
る
個

人
請
願
行
動
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

府
下
の
職
場
や
地
域
で

も
、
民
間
単
産
の
ス
ト
ラ
イ

キ
行
動
を
は
じ
め
、「
す
べ

て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
で
景

気
回
復
」「
人
間
ら
し
く
働
け

る
職
場
を
！
社
会
を
！
」

「
憲
法
を
守
り
、
暮
ら
し
に

い
か
そ
う
」
な
ど
要
求
を
掲

げ
、
終
日
の
行
動
に
１
万
人

以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
賃
金
を
は
じ

め
交
渉
は
職
場
で
の
具
体
的

な
た
た
か
い
に
移
り
ま
す
。

　

私
た
ち
労
働
者
の
切
実
な

要
求
が
国
民
的
大
義
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
確
信

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

職
場
・
地
域
で
さ
ら
に
広

げ
、
見
え
る
・
聞
こ
え
る
・

実
感
で
き
る
た
た
か
い
を
元

気
よ
く
、
粘
り
強
く
取
り
組

み
、
前
進
を
勝
ち
取
り
ま
し

ょ
う
。

▲
▶�

女
性
部
は
菜
の
花
行

動
で
独
自
の
労
働
局

交
渉
を
行
っ
た
　
　

▲JMITU通信支部はストライキで
たたかった　　　　　　　　　

▲耳原病院労働組合の新入組合員歓迎会には約80人の
　新入組合員を含め、１６0人の参加で盛り上がりました

▲北河内地区協は大企業は社会責任を
果たせとパナソニック門前宣伝を

市民に幅広く労
働組合を知って
もらう労働講座

3・14
大阪総行動

都
構
想
・
住
民
投
票
と
カ
ジ
ノ
誘
致
阻
止
、

「
安
倍
政
権
打
倒
！
維
新
型
政
治
打
破
！
」へ

大
阪
労
連
議
長
　
菅
　
義
人

　

労
働
組
合
に
入
っ
て
一
緒
に
い
い
仕
事
を
し
ま

し
ょ
う
！
と
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
、
労
働
組
合
へ
の

加
入
が
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
働
き
方
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
。

１
人
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
も
労
働
組
合
で
み

ん
な
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
解
決
で
き
る
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
だ
組
合
に
入
っ
て
い
な

い
仲
間
に
、〝
労
働
組
合
に
入
ろ
う
！
〟
の
声
か

け
を
職
場
で
、
地
域
で
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
い
仕
事
は
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
職
場
か
ら


